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Ⅰ．購買動向

１．栃木県「平成 26年度 地域購買動向調査報告書」について

（1）調査の目的・内容
栃木県の「地域購買動向調査（『お買い物しらべ』）報告書」は、地域小売商業者の経営の活
性化に必要な店づくり、商店街づくり、販売促進等の基礎資料として、また、行政機関、支援機関に
おける支援資料として活用することを目的に、県内消費者の購買行動範囲、利用店舗の形態及び
交通方法等を調査したものである。
2014（平成26）年７月１日を調査基準日として、栃木県（産業労働観光部経営支援課）
が、県内市町立中学校 158 校の第１学年在学生の全世帯17,907 件を対象として実施した。
調査項目は、購買行動の状況（商品別買物場所別の買物割合、店舗形態、買物理由、買物
場所別の利用交通機関、買物頻度）のほか、商店街等の利用状況、通信販売等の利用状況で
ある。
この調査は1973（昭和48）年に開始され、今回の調査が15回目である。2004（平成16）
年の調査以降、市町村合併により 49市町村から 25市町になったが、消費者の買物動向を詳細に
把握するため、調査は旧 49市町村単位で実施している。

（2）調査対象世帯の状況
家族数では、4 人が最も多く、次いで 5人となっている。
世帯主の職業は、勤め人が 81.6％となっている。
年齢は、40～44歳が最も多く、次いで 45～49歳となっている。

図表：（左）家族数の割合（n＝12,778）、（右）世帯主の職業割合（n＝12,712）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」
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図表：（左）世帯主の年齢（n＝12,735）、（右）所得の担い手の割合（n＝12,650）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」
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２．購買動向

（1‐1）地元購買率
栃木県の旧市町村別での地元購買率をみると、喜連川町は9.4％で、5年前の2009年調査時
より 2.2 ポイント減少している。
喜連川町居住の、中学生の子どものいる 40 歳代ファミリーは、買物や飲食の 9 割以上を地元以
外の店舗で行っていることが読み取れる。

図表：市町村別地元購買率（購買率の高い順）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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図表：さくら市の概略図

出典：さくら市「さくら市地域福祉計画（平成 24年 3月）」
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（1‐2）地元購買率の推移
喜連川町の地元購買率は、1975（昭和50）年の68.2％をピークに低下し、10年後の1985
（昭和６０）年には 40.4％になっている。地元購買率の低下はその後も続き、2014（平成 26）
年には 10％を切り、9.4％となっている。
対して、氏家町の地元購買率は、1988（昭和 63）年に 54.4％まで下落したものの、その後は
持ち直し、2014（平成 26）年には 62.9％となっている。

図表：喜連川町と氏家町の地元購買率の推移（商品総合） （上）表（下）グラフ

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成

※数値は旧市町村単位での調査結果

（1‐3）市町村別・商品別地元購買率
喜連川町の商品別地元購買率をみると、食品が 41.7％で最も高く、次いで日用雑貨・台所用
品が22.1％となっている。最寄品の買い物でも、半分以上は地元以外の店舗で行っている。ファッショ
ン衣料、装飾品・靴・カバン、スポーツ用品・玩具・CD/DVD に至っては、1％を切っており、地元で購
買することはほぼないといえる。
氏家町では、食料品、日用雑貨・台所用品、医薬品・化粧品、書籍・文具の地元購買率は、
90％前後となっている。

（％）
1973年 1975年 1977年 1979年 1980年 1981年 1983年 1985年 1988年 1991年 1994年 1999年 2004年 2009年 2014年

喜連川町 60.2 68.2 61.1 57.0 60.8 54.5 51.0 40.4 37.1 33.8 28.4 23.5 19.6 11.6 9.4
氏家町 71.4 73.6 69.5 67.3 68.1 63.8 63.5 58.4 54.4 66.0 65.6 65.7 57.6 64.6 62.9
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図表：喜連川町と氏家町の商品別地元購買率 （上）表（下）グラフ

※調査品目
①食料品
②家電製品
③日用雑貨・台所用品
④医薬品・化粧品
⑤日用衣料（普段着）
⑥ファッション衣料（外出着）
⑦装飾品（時計・アクセサリー）・靴・カバン
⑧書籍・文具
⑨スポーツ用品・玩具・CD/DVD
⑩贈答品
⑪外食

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成

※数値は旧市町村単位での調査結果

（％）
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ①～⑩計 ⑪ 総計

喜連川町 41.7 1.4 22.1 15.0 1.3 0.4 0.4 5.2 0.9 5.6 10.0 3.2 9.4
氏家町 89.8 67.9 89.1 91.4 57.5 31.0 31.5 87.6 45.9 31.6 63.1 60.1 62.9
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（1‐4）地元購買率・流出率
喜連川町の地元購買率・流出率をみると、最寄品は氏家町への流出、買回品は宇都宮市への
流出が多くなっている。また、どの品目においても大田原市、矢板市への流出がみられる。 
喜連川町居住の調査対象者においては、食料品を除く全品目で氏家町での購買率が地元購買
率を大幅に上回っている。食料品も、氏家町での購買率が地元と 1.1 ポイント差にまで迫っている。 

図表：喜連川町の地元購買率・流出率

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成 

※数値は旧市町村単位での調査結果 

（1‐5）地元購買率・吸収率
喜連川町の地元購買率・吸収率をみると、他地域から喜連川町へ買い物に来る調査対象者はわ
ずかとなっている。 

図表：喜連川町の地元吸収率

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成 

※数値は旧市町村単位での調査結果 

（％）
喜連川町 氏家町 宇都宮市 大田原市 矢板市 西那須野町 その他

①食料品 41.7 40.6 2.1 5.8 7.4 1.3 1.1
②家電製品 1.4 62.8 6.9 15.0 10.2 3.7 ー
③日用雑貨・台所用品 22.1 56.7 4.0 7.6 9.3 0.3
④医薬品・化粧品 15.0 65.1 2.4 6.6 8.4 2.5
⑤日用衣料（普段着） 1.3 55.0 23.6 7.9 11.3 1.1 ー
⑥ファッション衣料（外出着） 0.4 36.4 42.6 12.7 7.8 0.1
⑦装飾品（時計・アクセサリー）・靴・カバン 0.4 31.4 46.4 10.3 7.3 1.8 2.4
⑧書籍・文具 5.2 73.4 7.1 8.8 5.4 0.1
⑨スポーツ用品・玩具・CD/DVD 0.9 38.0 45.0 6.3 5.7 4.1 ー
⑩贈答品 5.6 39.3 35.9 15.3 3.6 0.3
⑪外食 3.2 48.7 21.2 18.6 7.1 0.9 0.3

（％）
喜連川町 氏家町 南那須町 馬頭町 小川町

①食料品 41.7 1.0 3.1 0.4 1.3
②家電製品 1.4
③日用雑貨・台所用品 22.1 0.3 1.2
④医薬品・化粧品 15.0 0.5 2.3
⑤日用衣料（普段着） 1.3
⑥ファッション衣料（外出着） 0.4
⑦装飾品（時計・アクセサリー）・靴・カバン 0.4
⑧書籍・文具 5.2
⑨スポーツ用品・玩具・CD/DVD 0.9 0.8
⑩贈答品 5.6 0.9 0.4
⑪外食 3.2 0.6
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（2）利用店舗形態
店舗形態の利用状況をみると、居住市町村では、専門チェーン店が 40.4％と最も多く、次いで百
貨店・総合スーパー（30.6％）、スーパー（15.3％）となっている。
居住市町村以外では、百貨店・総合スーパーが 46.4％と最も多く、次いで専門チェーン店
（35.3％）となっている。
商品別の店舗形態利用状況をみると、居住市町村で買物する場合は、食料品はスーパー、
家電製品、日用雑貨・台所用品、医薬品・化粧品、日用衣料（普段着）、書籍・文具、スポーツ
用品・玩具・ＣＤ／ＤＶＤは専門チェーン店、
ファッション衣料（外出着）、装飾品（時計、アクセサリー）・靴・カバン、贈答品は百貨店・総合ス
ーパー、
外食は一般商店・飲食店がそれぞれ最も多くなっている。
居住市町村以外で買物する場合は、
食料品、日用衣料（普段着）、ファッション衣料（外出着）、装飾品（時計、アクセサリー）・靴・
カバン、書籍・文具、贈答品は百貨店・総合スーパー、
家電製品、医薬品・化粧品、スポーツ用品・玩具・ＣＤ／ＤＶＤは専門チェーン店、
日用雑貨・台所用品はホームセンター、
外食は一般商店・飲食店がそれぞれ最も多くなっている。

図表：居住・非居住別店舗形態利用状況（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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図表：居住・非居住別店舗形態利用状況（商品別）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（3）買物理由
買物理由をみると、居住市町村では、「自宅から近い」が 21.3％と最も多く、次いで「値段が安い
店舗がある」（21.1％）、「品揃えが豊富な店舗がある」（17.0％）となっている。
居住市町村以外では、「品揃えが豊富な店舗がある」が 23.5％と最も多く、次いで「値段が安い
店舗がある」（22.1％）、「品質が良い店舗がある」（13.6％）となっている。

図表：居住・非居住別買物理由（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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図表：居住・非居住別買物理由（商品別）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4）利用交通機関
図表：居住・非居住別利用交通機関

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果

（5）買物頻度
図表：居住・非居住別買物頻度

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（6‐1）商店街・一般商店の利用頻度
近くにある商店街・一般商店（商店街や住宅街で店を構える、精肉店、八百屋、飲食店等の個
人商店）の利用頻度をみると、「週に 2～3 回程度」が 33.3％と最も多く、次いで「ほぼ毎日」
（19.3％）、「ほとんど利用しない」（12.3％）となっている。
2009年の前回調査と比較すると、「週に2～3 回程度」が10.0 ポイント、「ほぼ毎日」が9.4 ポ
イントの上昇となった。栃木県全体では、 「近所に商店街・一般商店がない」が、14.2 ポイント低下
している。

図表：近くにある商店街等の利用頻度（全体）（ｎ=12,674）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」
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（6‐2）商店街・一般商店の利用頻度（市町村別） 

図表：近くにある商店街・一般商店の利用頻度（喜連川町、氏家町、南那須町） 

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成

※数値は旧市町村単位での調査結果 

（％）
喜連川町 氏家町 南那須町

ほぼ毎日 9.1 13.0 18.3
週に2～3回程度 25.5 17.4 40.8
週に1回程度 14.5 9.4 9.9
月に2～3回程度 7.3 6.5 5.6
月に1回程度 3.6 5.1 5.6
年に数回 32.7 20.3 4.2
ほとんど利用しない 3.6 22.5 9.9
近くに商店街・一般商店がない 3.6 5.8 5.6
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（6‐3）商店街・個人商店の買物理由
近くの商店街・一般商店で買物をする理由をみると、「自宅から近い」が 77.8％と最も多く、次いで
「値段が安い」（34.6％）、「他に利用可能な店舗がない」（26.9％）となっている。
一方、「店の雰囲気・接客態度が良い」（6.4％）、「細かい要望に応えてくれる」（3.4％）、
「商品やその組み合わせの提案をしてもらえるお店がある」（1.8％）など、本来であれば商店街や一
般商店の強みとなり得る項目が低率となっている。

図表：近くの商店街・一般商店で買物をする理由（全体）（ｎ=11,090、2 つまで選択）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」
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（6‐4）商店街・個人商店の買物理由（市町村別） 
図表：近くにある商店街・一般商店で買物する理由（喜連川町、氏家町、南那須町） 

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成

※数値は旧市町村単位での調査結果 

（％）
喜連川町 氏家町 南那須町

値段が安い 15.4 27.4 21.5
品質が良い 5.8 27.4 9.2
商品やその組合せの提案をしてもらえるお店がある 1.9 3.5 －
店の雰囲気・接客態度が良い 5.8 5.3 3.1
顔なじみである 23.1 7.1 13.8
自宅から近い 71.2 62.8 75.4
細かい要望に応えてくれる 7.7 7.1 ー
他に利用可能な店舗がない 48.1 33.6 52.3
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（6‐5）商店街・一般商店で買物をしたくなる条件
近くの商店街・一般商店で買物をしたくなる条件をみると、「値段が安いお店がある」が 52.4％で
最も多く、次いで「品揃えが豊富なお店がある」（49.4％）、「品質が良いお店がある」（29.7％）
となっている。

図表：近くの商店街・一般商店で買物をしたくなる条件（全体）（ｎ=12,173、2 つまで選択）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」
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（6‐6）商店街・一般商店で買物をしたくなる条件（市町村別） 
喜連川町居住の調査対象者による、近くの商店街・一般商店で買物をしたくなる条件をみると、
「品揃えが豊富なお店がある」が 65.5％で最多となっている。品揃えに対するニーズが高いことが窺え
る。 

図表：近くの商店街・一般商店で買物をしたくなる条件（喜連川町、氏家町、南那須町） 

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」をもとに作成

※数値は旧市町村単位での調査結果 

（％）
喜連川町 氏家町 南那須町

値段が安いお店がある 58.2 47.4 67.6
品質が良いお店がある 10.9 22.6 33.8
品揃えが豊富なお店がある 65.5 44.4 54.9
商品やその組合せの提案をしてもらえる 1.8 － 1.4
駐車場・駐輪場が整備されている 18.2 39.8 9.9
様々なものをまとめて購入できる 29.1 21.8 25.4
セールなどのイベント等を行っていて活気がある 12.7 16.5 11.3
買い物に関する情報が得やすい － 5.3 4.2
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３．市町村別購買動向

（1）県内購買率占有率

「地域購買動向調査（『お買い物しらべ』）報告書」では、県内 12 市に、県全体の購買率に占
める当該市町村の購買率（地元購買率と吸収率の和）が 3.0％以上となる 2 町（氏家町、西
那須野町）を加えた計 14 市町については、商圏等の分析も行っている。
以下は、喜連川町からの購買吸収率が高い、氏家町に関する調査結果である。
なお、消費者の買物動向を詳細に把握する目的から、調査は全て旧市町村単位となっている。

図表：県内購買率占有率（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（2）総購買人口等の変化

図表：総購買人口等の変化（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果



21

（3）商圏及び影響圏構成市町村の変化
氏家町の商圏は、2009（平成 21）年前回調査の 4 町から 2 町増加し、6 町で構成されて
いる。

図表：商圏及び影響圏構成市町村の変化

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4‐1）氏家町の購買人口

図表：氏家町の地元購買人口、吸収人口、総購買人口

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果

（4‐2）商品別買物地区
氏家町居住者の商品別買物地区をみると、最寄品の地元購買率は高いものの、ファッション衣料
（外出着）、装飾品（時計、アクセサリー）・靴・カバン、贈答品等の買回品については、宇都宮市
への流出が多くなっている。

図表：氏家町居住者の商品別買物地区

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4‐3）氏家町の地元購買人口、吸収人口、総購買人口内訳

図表：氏家町の地元購買人口、吸収人口、総購買人口内訳（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4‐4）氏家町の商圏等の変化
氏家町の商圏は、6 町で構成されている。
第 1 次商圏は、前回同様の 2 町（喜連川町、上河内町）で構成されている。
第2 次商圏は、2 町（南那須町、高根沢町）で構成され、前回、第3 次商圏を構成していた
高根沢町が第 2 次商圏へ上昇している。
第 3 次商圏は、2 町（塩谷町、小川町）で構成され、前回、影響圏を構成していた塩谷町、
小川町の 2 町が第 3 次商圏へ上昇している。
影響圏は、1 市 3 町（矢板市、烏山町、馬頭町、河内町）で構成されている。

図表：氏家町の商圏等の変化（11 商品総合）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4‐5）氏家町の商品別商圏等
商品別にみると、食料品、日用雑貨・台所用品、日用衣料（普段着）等で構成市町村数が多
く、主に喜連川町、上河内町、南那須町、高根沢町等で商圏を構成している。
吸収人口でみると、書籍・文具が 35,802 人で最も多く、次いで家電製品（35,798 人）、日
用雑貨・台所用品（35,278 人）等となっている。

図表：氏家町の商品別商圏等（1）
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図表：氏家町の商品別商圏等（2）

出典:栃木県「平成 26 年度 地域購買動向調査報告書」

※数値は旧市町村単位での調査結果
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（4‐6）氏家町の商圏
図表：氏家町の商圏地図
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Ⅱ．コンタ君カードに対する評価 

１．コンタ君カード加盟事業者アンケート 

（1）調査の概要 
調査目的 
喜連川商工会では、喜連川地域商業の活性化に向けてポイントカード（コンタ君カード）事業
の有効活用を図ることを目的に、コンタ君カードの効果等についてアンケート調査を行った。 

調査時期 
平成 28 年 10 月 

調査方法 
調査対象：コンタ君カード加盟事業者 31事業者 
調査方法：商工会職員がコンタ君カード加盟事業者にアンケート用紙を配布し、加盟事業者

が記入 

調査結果の表記について 
集計結果は、各設問の標本数を 100％とした百分比（％）で表し、小数点第 2位を四捨五
入している。 

（2‐1）コンタ君カード加盟事業者の状況 

Q1.業種 
小売業が 74.2％と、4 分の 3 近くを占めている。 

業種 回答数 割合
小売業 23 74.2%
製造小売 1 3.2%
製造業 0 0.0%
飲食業 4 12.9%
宿泊業 0 0.0%
不動産業 0 0.0%
理美容業 2 6.5%
サービス業 0 0.0%
建設・建築業 0 0.0%
その他 1 3.2%
計 31 100.0%

小売業

74%

製造小売

3%

飲食業

13%

理美容業

7%

その他

3%
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Q2.経営形態 
  個人と法人が約半々である。 

Q3.資本金
資本金が 1,000万円を超えているのは、1事業者のみである。（未回答を除く） 

Q4.従業員数 
従業員数 5人以下の事業者が 87.1％を占める。 

経営形態 回答数 割合
個人 15 48.4%
法人 16 51.6%
計 31 100.0%

個人

48%
法人

52%

資本金 回答数 割合
個人事業 15 48.4%
1,000万以下 13 41.9%
5,000万以下 1 3.2%
未回答 2 6.5%
計 31 100.0% 個人事業

48%
1,000万以
下
42%

5,000万以
下
3%

未回答

7%

従業員数 回答数 割合
0人（自分のみ） 12 38.7%
1～5人 15 48.4%
6～10人 2 6.5%
11～20人 1 3.2%
21人以上 1 3.2%
21人以上 31 100.0%

0人（自分
のみ）
39%

1～5人
48%

6～10人
7%

11～20人
3%

21人以上
3%
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Q5.店舗の規模 
 1 事業者を除いては、全て店舗面積が 1,000 ㎡未満の小型店である。 

Q6.喜連川地域の景況感 
「非常に悪い」「悪い」「やや悪い」を合わせると 87.1%となり、9 割近くの事業者が喜連川地域
の景気について悲観している。 

Q7.売上等の状況（前年との比較） 
 売上・利益が前年より減少した事業者は 64.5％、さらに、収益率も減少した事業者は 48.4％
となっている。 

店舗の規模 回答数 割合
大型店（1,000㎡以上） 1 3.2%
小型店（1,000㎡未満） 29 93.5%
未回答 1 3.2%
計 31 100.0%

大型店

（1,000㎡
以上）

3%

小型店

（1,000㎡
未満）

94%

未回答

3%

喜連川地域の景況感 回答数 割合
非常に良い 0 0.0%
良い 1 3.2%
やや良い 0 0.0%
どちらとも言えない 3 9.7%
やや悪い 8 25.8%
悪い 8 25.8%
非常に悪い 11 35.5%
計 31 100.0%

0

2

4

6

8

10

12

自社の状況 増加 不変 減少 未回答
売上・収入 2 8 20 1
収益率 2 12 15 2
従業員数 0 28 2 1
人件費 1 27 2 1

0

5

10

15

20

25

30

売上・収入 収益率 従業員数 人件費

増加

不変

減少
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（2‐2）コンタ君カードの活用状況 

Q8.コンタ君カードを提示するお客様の割合（1 ヶ月間の平均） 
お客様の 8割以上がコンタ君カードを提示するという事業者は、25.8％である。 

Q9.「コンタ君カードをお持ちですか？」と声をかける頻度
来店客全員に声をかけているという事業者が半数以上である。 
また、お客様の8割以上がコンタ君カードを提示するという事業者の100％が、来店客全員に声
をかけている。お客様に声をかけることは、コンタ君カードの加入数や提示数の増加に一定以上の効
果があると考えられる。 

お客様のカード提示割合 回答数 割合
提示なし 1 3.2%
1～３割 14 45.2%
4～7割 8 25.8%
8割以上 8 25.8%
計 31 100.0%

提示なし

3%

1～３割
45%

4～7割
26%

8割以上
26%

カード提示の声かけ 回答数 割合
来店客全員 17 54.8%
時々 13 41.9%
全く 1 3.2%
計 31 100.0%

来店客全

員
55%

時々

42%

全く

3%
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Q10.ポイント対象範囲 
7 割以上の事業者が、全商品をポイント付与の対象としている。 

（2‐3）コンタ君カードに対する評価 

Q11.コンタ君カードに対するお客様の反応 
 一番多い反応が「まあ好評」、次に多いのが「ふつう」である。 
景品の内容・交換時期等の見直しを含め、お客様にコンタ君カードの魅力を感じてもらえるような
さらなる対策が必要であるといえる。 

※自由記述 
「利用がない」について 
 「（お客様の反応が）あまりよくない」（3件） 
「その他」について 
 「景品交換について考えてほしいとの意見がある（年 2回のみでなく）」 

ポイント対象商品 回答数 割合
全商品対象 22 71.0%
過半数対象 8 25.8%
一部商品対象 1 3.2%
計 31 100.0%

全商品対

象
71%

過半数対

象
26%

一部商品

対象
3%

お客様の反応 回答数 割合
大変好評 1 3.2%
まあ好評 14 45.2%
ふつう 11 35.5%
利用がない 4 12.9%
その他 1 3.2%
計 31 100.0%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

大変好評 まあ好評 ふつう 利用がない その他
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Q12.コンタ君カード加盟店となったことで売上の増加につながっているか 
売上増加の効果があったと感じている事業者は 3割弱である。 

Q13.（Q12 で「つながった」と答えた事業者）前年度より売上は何パーセント増加したか 
 加盟が売上増加につながったと答えた事業者のうち、1 事業者を除いては、売上増加率 5％以
下である。 

Q14.コンタ君カード加盟店となったことで新規のお客様確保につながったか 
新規顧客獲得の効果があったと感じている事業者は 2割弱である。 

加盟が売上増加につながったか 回答数 割合
つながった 9 29.0%
変わらない 19 61.3%
つながらない 3 9.7%
計 31 100.0%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

つながった 変わらない つながらない

対前年度売上増加率 回答数 割合
1～５％ 8 88.9%
5～10％ 0 0.0%
10％以上 1 11.1%
計 9 100.0%

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1～５％ 5～10％ 10％以上

加盟が新規客確保につながったか 回答数 割合
つながった 6 19.4%
変わらない 21 67.7%
つながらない 4 12.9%
計 31 100.0%

0

5

10

15

20

25

つながった 変わらない つながらない
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Q15.（Q14 で「つながった」と答えた事業者）前年度より新規顧客は何パーセント増加したか 
 加盟が新規客確保につながったと答えた全事業者が、顧客増加率５％以下である。 

Q16.コンタ君カード加盟店となることで既存顧客の流出を防げているか 
コンタ君カード加盟店となることで既存顧客の流出を防げていると感じている事業者は、半数以
下である。 

Q17.コンタ君カードは地元商店の活性化に有効な事業だと思うか 
コンタ君カード事業については、8割の事業者が地元商店活性化に有効であると考えている。 

対前年度顧客増加率 回答数 割合
1～５％ 6 100.0%
5～10％ 0 0.0%
10％以上 0 0.0%
計 6 100.0%

0

1

2

3

4

5

6

7

1～５％ 5～10％ 10％以上

加盟で既存顧客流出を防げているか 回答数 割合
防げている 13 41.9%
防げていない 6 19.4%
わからない 12 38.7%
計 31 100.0%

0

2

4

6

8

10

12

14

防げている 防げていない わからない

地元商店活性化に有効な事業だと思うか 回答数 割合
思う 25 80.6%
思わない 1 3.2%
わからない 5 16.1%
計 31 100.0%

0

5

10

15

20

25

30

思う 思わない わからない
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Q18.コンタ君カードのデザインに満足しているか 
「とても満足」「やや満足」を合わせると 83.9％で、カードのデザインについては、特段の不満はな
いといえる。 

（3）まとめ 
コンタ君カード加盟事業者は、カード事業が地元商店の活性化につながることを期待している。 
しかし、現在のところは、売上増加、新規顧客獲得、既存顧客流出防止について、加盟による明
確な効果を感じるには至っていないといえる。 
コンタ君カードについて、特典の充実、加盟店の増加、利便性の向上等を図ることにより、お客様に
とっての利用価値をさらに高めていく必要があるといえる。 
また、加盟事業者には、対象商品の拡充やお客様への声かけ等で協力してもらい、一緒にカード
事業を盛り上げていってもらうことが望ましい。 

カードのデザイン 回答数 割合
とても満足 11 35.5%
やや満足 15 48.4%
どちらとも言えない 4 12.9%
やや不満 1 3.2%
とても不満 0 0
計 31 100.0%

0

2

4

6

8

10

12

14

16
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２．コンタ君カード利用者アンケート 

（1）調査の概要 
調査目的 
喜連川商工会では、喜連川地域商業の活性化に向けてポイントカード（コンタ君カード）事業
の有効活用を図ることを目的に、コンタ君カードの利用状況についてアンケート調査を行った。 

調査期間 
平成 28 年 11 月～12 月 

調査方法 
調査対象：コンタ君カード利用者 115 人 
調査方法：商工会職員がコンタ君カード加盟事業者にアンケート用紙を配布、加盟事業者が

店頭にてコンタ君カード利用客に手渡し、利用客が記入 

調査結果の表記について 
集計結果は、各設問の標本数を 100％とした百分比（％）で表し、小数点第 2位を四捨五
入している。 
未回答を除いて集計しているため、回答数は設問ごとに異なっている。 
Q3について、2店舗挙げている回答は、Q2での回答が3店舗以上ある場合にのみカウントして
いる。3店舗以上挙げている回答は無効としている。 

（2‐1）コンタ君カード利用者の状況 
○性別 
 回答者は、女性が 67.0％と、3 分の 2 を占めている。 

分類 回答数 割合
男性 37 33.0%
女性 75 67.0%

計 112 100.0% 男性

33%

女性

67%

男性

女性
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○年代
 回答者は、60代以上が 65.8%を占める。30代以下は 8.8％である。 

○職業 
最も多いのが専業主婦（夫）、次いで自営業者、無職となっている。 

○居住地区 
居住地区は喜連川が 37.8％で、近隣住民の利用が主である。 

分類 回答数 割合
20歳未満 0 0.0%
20代 3 2.6%
30代 7 6.1%
40代 16 14.0%
50代 13 11.4%
60代 43 37.7%
70代 21 18.4%
80代 11 9.6%
90代以上 0 0.0%

計 114 100.0%

20代

3%

30代

6%

40代

14%

50代

11%

60代

38%

70代

18%

80代

10%

90代以上

0% 20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

職業 回答数 割合
学生 0 0.0%
会社員 16 14.3%
会社役員 9 8.0%
公務員・団体職員 8 7.1%
自営業 20 17.9%
ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 12 10.7%
専業主婦(夫) 25 22.3%
無職 19 17.0%
その他 3 2.7%

計 112 100.0%

会社員

14%
会社役員

8%

公務員・

団体職員

7%

自営業

18%

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

11%

専業主婦(夫)

22%

無職

17%

その他

3% 学生

会社員

会社役員

公務員・団体職員

自営業

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

専業主婦(夫)

無職

その他

分類 回答数 割合
小入 1 0.9%
葛城 7 6.3%
金枝 3 2.7%
鹿子畑 3 2.7%
上河戸 5 4.5%
喜連川 42 37.8%
桜ケ丘 0 0.0%
下河戸 3 2.7%
早乙女 4 3.6%
穂積 5 4.5%
南和田 8 7.2%
鷲宿 5 4.5%
その他さくら市内 16 14.4%
その他県内 8 7.2%
県外 1 0.9%

計 111 100.0%
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○世帯構成 
家族と同居している人が 9割以上である。 

○同居家族 
 配偶者との 2人暮らし、配偶者と子どもとの同居のほか、多世代での同居も多いことが窺える。 

Q1.買い物の頻度
  酒類・嗜好品の買い物は、「週 1回」（20人）が最も多いが、「買わない」（15人）という人
も多い。 

分類 回答数 割合
家族と同居 96 91.4%
ひとり暮らし 9 8.6%
その他 0 0.0%

計 105 100.0%

家族と同居

91%

ひとり暮ら

し

9%

その他

0%

家族と同居

ひとり暮らし

その他

分類 回答数 割合
配偶者 69 43.1%
子ども 43 26.9%
孫 17 10.6%
親 29 18.1%
その他 2 1.3%

計 160 100.0%

配偶者

43%

子ども

27%

孫

11%

親

18%

その他

1%

配偶者

子ども

孫

親

その他

分類 毎日 週4～5回 週2～3回 週1回 月に1回 年に数回 買わない
食料品 18 15 38 20 4 2 4
日用雑貨 2 1 12 35 21 1 6
衣料品 1 0 0 7 28 36 8
外食 2 0 7 15 33 20 5
酒類・嗜好品 6 4 8 20 16 9 15
理美容室 1 1 0 1 33 38 6
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（2‐2）コンタ君カード加盟店の利用状況

Q2.コンタ君カード加盟店でよく利用する店舗（複数回答可） 
分類 回答数 割合

1.ノザワヤ 17 3.8%
2.ノザワヤ仲町店 4 0.9%
3.礒商会 15 3.3%
4.阿部理容 3 0.7%
5.紙屋菓子店 36 8.0%
6.平田燃料店 13 2.9%
7.酒のヒラタ 18 4.0%
8.カフェレストラン蔵ヶ崎 16 3.6%
9.草楽堂 みどりや薬局 7 1.6%
10.ニューこがねちゃん弁当 30 6.7%
11.菊野屋商店 23 5.1%
12.ギフトショップいずみや 9 2.0%
13.益子呉服店 31 6.9%
14.高野屋商店 10 2.2%
15.吉見屋商店 24 5.3%
16.おなべや 32 7.1%
17.植松ストアー 4 0.9%
18.鈴木ミシン電機 8 1.8%
19.岩井屋 8 1.8%
20.知公みそ店 8 1.8%
21.カブラギ 4 0.9%
22.バーバーサトウ 4 0.9%
23.村上酒店 3 0.7%
24.リカー＆フーズささぬま 9 2.0%
25.ふるさと紀行 9 2.0%
26.泉田商店 5 1.1%
27.蓮実金四郎商店 16 3.6%
28.吉沢酒店 5 1.1%
29.喜連川商会 19 4.2%
30.八百広商店 9 2.0%
31.和い話い広場 25 5.6%
32.祭屋 5 1.1%
33.創作厨房吉見や 21 4.7%
34.ハートピアさくらの郷 0 0.0%

計 450 100.0%

0 5 10 15 20 25 30 35 40

1.ノザワヤ
2.ノザワヤ仲町店

3.礒商会
4.阿部理容
5.紙屋菓子店
6.平田燃料店
7.酒のヒラタ

8.カフェレストラン蔵ヶ崎
9.草楽堂 みどりや薬局

10.ニューこがねちゃん弁当
11.菊野屋商店

12.ギフトショップいずみや
13.益子呉服店
14.高野屋商店
15.吉見屋商店
16.おなべや

17.植松ストアー
18.鈴木ミシン電機

19.岩井屋
20.知公みそ店
21.カブラギ

22.バーバーサトウ
23.村上酒店

24.リカー＆フーズささぬま
25.ふるさと紀行

26.泉田商店
27.蓮実金四郎商店

28.吉沢酒店
29.喜連川商会
30.八百広商店

31.和い話い広場
32.祭屋

33.創作厨房吉見や
34.ハートピアさくらの郷
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Q3.Q2 で答えた中で最も頻繁に利用する店舗 
分類 回答数 割合

1.ノザワヤ 1 1.2%
2.ノザワヤ仲町店 0 0.0%
3.礒商会 1 1.2%
4.阿部理容 1 1.2%
5.紙屋菓子店 5 5.8%
6.平田燃料店 1 1.2%
7.酒のヒラタ 0 0.0%
8.カフェレストラン蔵ヶ崎 1 1.2%
9.草楽堂 みどりや薬局 3 3.5%
10.ニューこがねちゃん弁当 5 5.8%
11.菊野屋商店 5 5.8%
12.ギフトショップいずみや 3 3.5%
13.益子呉服店 8 9.3%
14.高野屋商店 0 0.0%
15.吉見屋商店 4 4.7%
16.おなべや 1 1.2%
17.植松ストアー 0 0.0%
18.鈴木ミシン電機 1 1.2%
19.岩井屋 3 3.5%
20.知公みそ店 0 0.0%
21.カブラギ 0 0.0%
22.バーバーサトウ 0 0.0%
23.村上酒店 0 0.0%
24.リカー＆フーズささぬま 4 4.7%
25.ふるさと紀行 1 1.2%
26.泉田商店 2 2.3%
27.蓮実金四郎商店 10 11.6%
28.吉沢酒店 2 2.3%
29.喜連川商会 10 11.6%
30.八百広商店 1 1.2%
31.和い話い広場 8 9.3%
32.祭屋 0 0.0%
33.創作厨房吉見や 5 5.8%
34.ハートピアさくらの郷 0 0.0%

計 86 100.0%

0 2 4 6 8 10 12

1.ノザワヤ
2.ノザワヤ仲町店

3.礒商会
4.阿部理容
5.紙屋菓子店
6.平田燃料店
7.酒のヒラタ

8.カフェレストラン蔵ヶ崎
9.草楽堂 みどりや薬局

10.ニューこがねちゃん弁当
11.菊野屋商店

12.ギフトショップいずみや
13.益子呉服店
14.高野屋商店
15.吉見屋商店
16.おなべや

17.植松ストアー
18.鈴木ミシン電機

19.岩井屋
20.知公みそ店
21.カブラギ

22.バーバーサトウ
23.村上酒店

24.リカー＆フーズささぬま
25.ふるさと紀行

26.泉田商店
27.蓮実金四郎商店

28.吉沢酒店
29.喜連川商会
30.八百広商店

31.和い話い広場
32.祭屋

33.創作厨房吉見や
34.ハートピアさくらの郷
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Q4.その店舗をよく利用する理由（複数回答可） 
コンタ君カードが使えることを理由に挙げる人が多く、利用意向が高いことが窺える。 

Q5.その店舗での一回の購入金額平均
金額の差は主として利用店舗による。食料品店では 1,000 円未満、ガソリンスタンドでは
5,000 未満が多い。 

Q6.その店舗でよく購入するもの（自由回答） 
食料品が最も多く、次いで衣料品、ガソリン・灯油、化粧品との回答が多い。 

分類 回答数 割合
近所だから 47 22.5%
コンタ君カードが使えるから 58 27.8%
価格が手ごろだから 15 7.2%
品揃えが良いから 21 10.0%
通勤・通学路にあるから 4 1.9%
駐車場が広いから 3 1.4%
営業時間が長いから 5 2.4%
チラシが入っていたから 1 0.5%
雰囲気が良いから 17 8.1%
接客・ｻｰﾋﾞｽが良いから 21 10.0%
品物の品質が良いから 9 4.3%
その他 8 3.8%

計 209 100.0%

0 10 20 30 40 50 60 70

近所だから

コンタ君カードが使えるから

価格が手ごろだから

品揃えが良いから

通勤・通学路にあるから

駐車場が広いから

営業時間が長いから

チラシが入っていたから

雰囲気が良いから

接客・ｻｰﾋﾞｽが良いから

品物の品質が良いから

その他

分類 回答数 割合
1000円未満 29 28.2%
2000円未満 24 23.3%
3000円未満 22 21.4%
4000円未満 6 5.8%
5000円未満 11 10.7%
6000円未満 4 3.9%
7000円未満 1 1.0%
8000円未満 1 1.0%
9000円未満 2 1.9%
10000円以上 3 2.9%

計 103 100.0%

1000円未満

28%

2000円未満

23%

3000円未満

21%

4000円

未満

6%

5000円未満

11%

6000円

未満

4%

7000円未満

1%

8000円未満

1%

9000円未満

2%

10000円以上

3%

1000円未満

2000円未満

3000円未満

4000円未満

5000円未満

6000円未満

7000円未満

8000円未満

9000円未満

10000円以上

分類 回答数 回答数 回答数
野菜、果物 4 3 1
しいたけ 2 2 1
魚 2 1 1
食料品 9 5 6
惣菜、刺身 3 2 1
弁当 2 9 1
アイス 1 1 1
和菓子 1 1
茶、コーヒー 5 1
飲料 2 1

ウォーキングシューズ
作業着

分類
ランチ
天ぷらそば、ざるそば
生ビール
ガソリン・灯油

タイヤ
健康食品 洗車、オイル交換

乾電池、他電気製品

分類
酒、たばこ
日用雑貨
事務用品
化粧品

衣料品（洋服、下着）
帽子
靴
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（2‐3）コンタ君カード事業に対する評価・要望 

Q7.コンタ君カード加盟店舗数に満足しているか 
「とても満足」「やや満足」が 43.6％と半数近いものの、「とても不満」「やや不満」が 23.8％あり、
加盟店の拡大が望まれる。 

Q8.コンタ君カード加盟店で取り扱って欲しい商品（自由回答） 
 「ペットのえさ」（1人） 
 他に、「ポイント対象商品を増やしてほしい」（1人）という要望があった。 

Q9.コンタ君カードに加盟して欲しい店舗（自由回答） 
道の駅のテナントや魚屋などの個店に関しては、ぜひとも加盟を呼びかけたいところである。美容
室については、「ポイントが（通常の）半分でもよい（ので加盟してほしい）」という意見があった。 

分類 回答数 割合
とても満足 13 12.9%
やや満足 31 30.7%
どちらとも言えない 33 32.7%
やや不満 16 15.8%
とても不満 8 7.9%

計 101 100.0%

とても満足

13%

やや満足

31%
どちらとも言え

ない

32%

やや不満

16%

とても不満

8%

とても満足

やや満足

どちらとも言えない

やや不満

とても不満

分類 回答数 回答数
道の駅のテナント 1 1
スーパーマーケット 3 10
コンビニエンスストア 1 6
食料品店 1 2
魚屋 1 1
雑貨屋 1
本屋 1
リサイクル用品店 1
美容室 3
食事処、カフェ 1

かんぽの宿

分類
魚一
オータニ
コメリ
ウェルシア
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Q10.コンタ君カードのデザインに満足しているか 
カードのデザインに関する不満は、ほとんどないといえる。 

Q11.コンタ君カード加盟店への買い物で困っていること 
ワンストップショッピングへの対応、駐車場の台数確保が課題であることが窺える。 

Q12.コンタ君カード特典に満足しているか 
ポイント付与に関しては、「満足」と「やや満足」が多くなっている。 
喜連川温泉入浴券と道の駅きつれがわ温泉入浴券の満足度については、相関関係がみられる。
温泉に魅力を感じる人とそうでない人とで評価が分かれていると思われる。 

分類 回答数 割合
とても満足 31 31.6%
やや満足 39 39.8%
どちらとも言えない 25 25.5%
やや不満 1 1.0%
とても不満 2 2.0%

計 98 100.0%

とても満足

32%

やや満足

40%

どちらとも

言えない

25%

やや不満

1%

とても不満

2%

とても満足

やや満足

どちらとも言えない

やや不満

とても不満

分類 回答数 割合
遠い 0 0.0%
駐車場が狭い(ない) 14 14.4%
価格が高い 5 5.2%
品揃えが悪い 12 12.4%
交通の便が悪い 1 1.0%
営業時間が短い 3 3.1%
雰囲気が悪い 1 1.0%
一カ所で買い物が済まない 18 18.6%
接客・サービスが悪い 2 2.1%
品物の品質が悪い 1 1.0%
特にない 40 41.2%

計 97 100.0%
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満足 やや満足 どちらとも やや不満 不満
25 37 24 4 4
27 31 20 1 0
31 17 26 3 0
29 17 27 3 0
26 16 29 5 2
138 118 126 16 6

道の駅きつれがわ温泉入浴券
各種事業（商品交換会、ハイキング等）

計

分類
108円で1ポイント
1ポイント1円で利用可
喜連川温泉入浴券（10回分）
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Q13.コンタ君カード特典にして欲しいこと（自由回答） 
回答者の年齢層を考慮すると、地域内の運動施設利用特典は検討の余地があると思われる。 

Q14.コンタ君カードに付加して欲しい機能（自由回答） 
 回答なし。 

（3）まとめ 
回答者は60代以上が65.8%で、全体に年齢層は高めである。最も多いのが60代女性である。 
食料品店、ガソリンスタンド、衣料品店、飲食店での利用が多い。 
店舗の利用理由として、「コンタ君カードが使えるから」を挙げる人が 27.8％となっていることから、コ
ンタ君カードが集客に寄与していることが窺える。 
加盟店数については、満足とは言えない人が半数以上であり、加盟店の増加が求められる。特に
道の駅については、リニューアルを機に、テナント全店で利用できるようになることが望まれる。 
カード特典は、ポイント付与については全体に満足度がやや高めである。温泉入浴券については評
価が分かれるが、支持する人の満足度は高くなっている。 
特典の充実により、コンタ君カードの魅力をさらに高め、利用の促進、さらには地域商業の活性化に
つなげていきたいところである。 

回答数
1
1
1
1
2

誕生月のポイントアップ
100円で1ポイント

分類
町内の買物商品券
運動施設（スポーツジム等）利用
利用年数に応じたポイントアップ



45 

３．アンケート項目 

□
□
□

□

従業員数

売上・収入
収益率

不変 減少（悪化）

□
□

□
□
□

□つながった（増加した）　　□変わらない　　□つながらない（減少した）

□ □ □

□来店客全員に声をかけている　□時々声をかけている　□全く声をかけていない

□提示なし □1～3割 □４～7割 □8割以上

Q11.コンタ君カードに対するお客様の反応はいかがですか？
□大変好評である □まあ好評である □ふつう □利用がない
□その他（具体的に： ）

Q10.全ての商品を対象にポイントを発行していますか？
□はい（全ての商品を対象にしている）　□過半数の商品を対象にしているが、一部対象外の商品がある
□一部商品（取扱商品の半数以下）を対象にしている

人件費
Q8.コンタ君カードの利用頻度について、お客様の何割が提示されますか？
（1ヶ月間の平均）

増加（好転）

□つながった（増加した）　　□変わらない　　□つながらない（減少した）
Q15.Q14で「つながった」とお答えの方は、前年度より新規顧客は何パーセント増加しましたか？

Q13.Q12で「つながった」とお答えの方は、前年度より売上は何パーセント増加しましたか？
□1～5％ □5～10％ □10％以上

ご協力ありがとうございました。

Q18.コンタ君カードのデザインに満足されていますか？
□とても満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □とても不満

□1～5％ □5～10％ □10％以上
Q16.コンタ君カード加盟店となることで既存顧客の流出を防げていますか？
□防げている　　□防げていない　　□わからない
Q17.コンタ君カードは地元商店の活性化に有効な事業だと思いますか？
□思う　　□思わない　　□わからない

Q14.コンタ君カード加盟店となったことで新規のお客様確保につながりましたか？

コンタ君カード加盟事業者アンケート

Q12.コンタ君カード加盟店となったことで売上の増加につながっていますか？

□個人事業（個人事業主）　□1,000万以下　　□5,000万以下　　□1億以下　　□1億以上
Q4.従業員数についてお答えください（パート・アルバイト含む）
□0人（自分のみ） □1～5人 □6～10人 □11～20人 □21人以上
Q5.店舗の規模についてお答えください

Q1.貴店の業種についてあてはまるものをお選びください
□小売業 □製造小売 □製造業 □飲食業 □宿泊業 □不動産業 □理美容業
□サービス業　　□建築・建設業　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Q2.経営形態についてお答えください
□個人　　□法人
Q3.資本金についてお答えください

□大型店（1,000㎡以上）　　□小型店（1,000㎡未満）
Q6.喜連川地域の景気についてどのように感じますか？
□非常に良い □良い □やや良い □どちらとも言えない □やや悪い □悪い □非常に悪い
Q7.前年と比べて当てはまる箇所へ☑をつけてください

Q9.「コンタ君カードをお持ちですか？」と声をかけていますか？
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性別
年代

世帯構成
同居家族

毎日 週4～5回 週2～3回 週1回 月に1回 年に数回 買わない
□ □ □ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □
□ □ □ □ □ □ □

※裏面に続く

□近所だから □コンタ君カードが使えるから □価格が手ごろだから □品揃えが良いから
□通勤・通学路にあるから □駐車場が広いから □営業時間が長いから □チラシが入っていたから
□雰囲気が良いから □接客・サービスが良いから □品物の品質が良いから □その他（ ）
Q5.そのお店での一回の購入金額平均はどのくらいですか？
□1,000円未満　□2,000円未満　□3,000円未満　□4,000円未満　□5,000円未満
□6,000円未満　□7,000円未満　□8,000円未満　□9,000円未満　□10,000円以上
Q6.そのお店でよく購入するものは何ですか？

コンタ君カード加盟店利用者アンケート

Q2.コンタ君カード加盟店でよく利用する店舗はどこですか？（複数回答可）

Q4.そのお店をよく利用する理由は何ですか？あてはまるものに☑をつけてください（複数回答可）

品目
食料品
日用雑貨
衣料品

□ 31.和い話い広場
□ 32.祭屋
□ 33.創作厨房吉見や
□ 34.ハートピアさくらの郷

□ 12.ギフトショップいずみや □ 24.リカー＆フーズささぬま

□ 25.ふるさと紀行

□ 18.鈴木ミシン電機
□ 19.岩井屋

□  3.礒商会
□  4.阿部理容
□  5.紙屋菓子店
□  6.平田燃料店
□  7.酒のヒラタ

□ 13.益子呉服店

外食
酒類・嗜好品

□ 28.吉沢酒店
□ 29.喜連川商会
□ 30.八百広商店

□  1.ノザワヤ
□  2.ノザワヤ仲町店 □ 14.高野屋商店

□ 15.吉見屋商店
□ 16.おなべや
□ 17.植松ストアー

□20歳未満　□20代　□30代　□40代　□50代　□60代　□70代　□80代　□90代以上
□男性 □女性

□小入 □葛城 □金枝 □鹿子畑 □上河戸 □喜連川 □桜ケ丘 □下河戸
□早乙女 □穂積 □南和田 □鷲宿 □その他さくら市内 □その他県内 □県外

居住地区

□配偶者　□子ども　□孫　□親　□その他　（複数回答可）
□家族と同居　□ひとり暮らし　□その他

職業
□学生　□会社員　□会社役員　□公務員・団体職員　□自営業
□パート・アルバイト　□専業主婦(夫)　□無職　□その他

□  8.カフェレストラン蔵ヶ崎 □ 20.知公みそ店
□ 21.カブラギ
□ 22.バーバーサトウ
□ 23.村上酒店

□  9.草楽堂　みどりや薬局
□ 10.ニューこがねちゃん弁当
□ 11.菊野屋商店

Q1.買い物をするのはどれくらいの頻度ですか？あてはまるところに☑をつけてください

Q3.Q2でお答えいただいた中で最も頻繁に利用する店舗はどこですか？（数字でご記入ください）

理美容室

□ 26.泉田商店
□ 27.蓮実金四郎商店
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ご協力ありがとうございました。

□とても満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □とても不満

□遠い □駐車場が狭い(ない) □価格が高い □品揃えが悪い
□交通の便が悪い □営業時間が短い □雰囲気が悪い □一カ所で買い物が済まない
□接客・サービスが悪い　□品物の品質が悪い　□特にない

Q11.コンタ君カード加盟店への買い物で困っていることはありますか？

・道の駅きつれがわ温泉入浴券

・108円で1ポイント
・1ポイント1円で利用可
・喜連川温泉入浴券（10回分）

□満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □不満

Q14.コンタ君カードに付加して欲しい機能があれば自由にご記入ください。

Q8.コンタ君カード加盟店で取り扱って欲しい商品があれば自由にご記入ください
□とても満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □とても不満

Q13.コンタ君カード特典にして欲しいことがあれば自由にご記入ください。

Q9.コンタ君カードに加盟して欲しいお店があれば店名を自由にご記入ください

□満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □不満
□満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □不満
□満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □不満

Q10.コンタ君カードのデザインに満足されていますか？

Q12.コンタ君カード特典に満足されていますか？

Q7.コンタ君カード加盟店舗数に満足されていますか？

・各種事業（商品交換会、ハイキング等） □満足 □やや満足 □どちらとも言えない □やや不満 □不満
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